
名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

登
録
年
月
日

鳥
取
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

鳥
取
県
鳥
取
市
田
島
六
百
四
十
八
番
地

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

島
根
県
電
気
工
事
工
業
組
合

島
根
県
松
江
市
南
田
町
百
二
十
五
番
地
四

十
五

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

岡
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合

岡
山
県
岡
山
市
南
区
豊
成
一
丁
目
九
番

九
e

三
号

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

広
島
県
電
気
工
事
工
業
組
合

広
島
県
広
島
市
中
区
大
手
町
五
丁
目
十
五

番
五
号

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

山
口
県
電
気
工
事
工
業
組
合

山
口
県
山
口
市
中
央
二
丁
目
四
番
五
号

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

番
号

名

称

住

所

市
町
村
長
又
は
特
別
区
長
に
対
し
て
特

定
中
小
企
業
者
の
認
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間

5007

株
式
会
社
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
・
ア
ー
ル

イ
ー

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
五
番

四
号

平
成
二
十
二
年
五
月
六
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
五
月
五
日
ま
で

5008

藤
沢
電
工
株
式
会
社

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
倉
見
千
八

百
十
八
番
地

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

5009

株
式
会
社
タ
キ
ソ
ウ

愛
知
県
豊
田
市
下
林
町
二
丁
目
六
十

五
番
地

平
成
二
十
二
年
四
月
十
九
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
四
月
十
八
日
ま
で

5010

第
一
石
産
株
式
会
社

和
歌
山
県
和
歌
山
市
出
島
三
十
八
番

地
の
一

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
四
月
二
十
二
日
ま
で

5011

桑
田
建
材
株
式
会
社

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
四
丁

目
一
番
二
号

平
成
二
十
二
年
四
月
九
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
四
月
八
日
ま
で

5012

大
豆
油
糧
株
式
会
社

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
本
町
一
丁
目

三
番
十
九
号

平
成
二
十
二
年
五
月
六
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
五
月
五
日
ま
で

平成™™年œ月š˜日 月曜日 第œš™™号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
六
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
を
同
法
第
五
十
七
条

の
二
第
一
項
の
登
録
調
査
機
関
と
し
て
登
録
を
し
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
西
脇
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
宍
粟
市
山
崎
町
下
比

地
字
子
ノ
谷
七
九
の
二
か
ら
七
九
の
五
ま
で
、
七
九
の

七
か
ら
七
九
の
一
七
ま
で
、
七
九
の
一
九
か
ら
七
九
の

二
一
ま
で
、
七
九
の
二
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

子
ノ
谷
七
九
の
五
・
七
九
の
八
・
七
九
の
一

六
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
宍
粟
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
七
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
事
業
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
九
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
一
級
河
川
宮
川
水
系
宮
川
改
修
工

事
（
左
岸
：
三
重
県
伊
勢
市
川
端
町
字
川
柳
地
内
か

ら
同
市
中
須
町
字
向
井
倉
地
内
ま
で
、
右
岸
：
同
市

辻
久
留
二
丁
目
地
内
か
ら
同
市
辻
久
留
三
丁
目
地
内

ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
左
岸
三
重
県
伊
勢
市
川
端
町
字

川
柳
並
び
に
中
須
町
字
中
洲
、
字
中
須
原
、
字
上
土

呂
原
、
字
向
川
原
及
び
字
向
井
倉
地
内

右
岸
三
重
県
伊
勢
市
辻
久
留
二
丁
目
及
び
辻
久

留
三
丁
目
地
内

２
使
用
の
部
分
左
岸
な
し

右
岸
三
重
県
伊
勢
市
辻
久
留
二
丁
目
及
び
辻
久

留
三
丁
目
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
三
重
県
伊
勢
市
川
端
町
字

川
柳
地
内
か
ら
同
市
中
須
町
字
向
井
倉
地
内
ま
で
の

左
岸
延
長

1•
7
0
›
の
区
間
及
び
同
市
宮
川
二
丁
目
地

内
か
ら
同
市
佐
八
町
字
中
瀬
地
内
ま
で
の
右
岸
延
長

4•
4
2
›
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）を

全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
一
級
河
川
宮
川
水
系
宮
川

改
修
工
事
」（
以
下
「
本
件
事
業
」と
い
う
。）の
う
ち
、

上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
河
川
法
（
昭
和

3
9年
法
律
第

1
6
7

号
）
第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
一
級
河
川
に
関
す

る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
河
川

法
が
適
用
さ
れ
る
河
川
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す

る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一
級
河
川
の
管
理
は
、
河
川
法
第
９
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て

お
り
、
本
件
区
間
は
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
指
定

区
間
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
起
業

者
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
は
、
本
件
事
業
を
遂
行
す

る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

一
級
河
川
宮
川
水
系
宮
川
（
以
下
「
宮
川
」
と

い
う
。）は
、
そ
の
源
を
三
重
県
と
奈
良
県
と
の
県

境
に
位
置
す
る
大
台
ヶ
原
山
系
の
日
出
ヶ
岳
に
発

し
、
大
内
山
川
、
藤
川
等
の
諸
支
川
を
合
わ
せ
な

が
ら
伊
勢
平
野
に
出
て
、
河
口
付
近
で
一
級
河
川

宮
川
水
系
大
湊
川
を
分
派
し
、
伊
勢
湾
に
注
ぐ
、

流
域
面
積

9
2
0
‡
、
幹
川
流
路
延
長

9
1
›
の
河
川

で
あ
る
。

宮
川
は
、
そ
の
下
流
域
に
伊
勢
市
市
街
地
や
伊

勢
神
宮
を
擁
す
る
な
ど
、
社
会
・
経
済
・
文
化
上

重
要
な
河
川
で
あ
る
が
、
そ
の
山
間
部
で
は
平
均

年
間
降
水
量
が

3¶
4
0
0
¤
を
超
え
、
下
流
平
野
部

で
も
約

2¶
5
0
0
¤
に
達
す
る
多
雨
地
帯
で
あ
り
、

ま
た
、
台
風
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
流
域
で
は
、
昭
和
1
3年
８
月
、
昭
和
3
4年
９
月

（
伊
勢
湾
台
風
）、
昭
和
4
9年
７
月（
七
夕
豪
雨
）、

昭
和
5
7 年
８
月
、
平
成
６
年
９
月
な
ど
、
頻
繁
に

豪
雨
に
よ
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
浸
水
被
害
が
多

発
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
平
成
1
6年
９
月
の
台

風
2
1号
に
よ
り
、
基
準
地
点
岩
出
に
お
い
て
、
観

測
以
来
最
大
の
流
量

7¶
2
5
0
‚
／
秒
（
推
定
）
を

記
録
し
、
本
件
区
間
の
右
岸
背
後
地
で
は
、
宮
川

の
水
位
上
昇
に
よ
る
溢
水
で
、浸
水
面
積

3
7•
1
h
a、

床
上
浸
水

1
1
4戸
、
床
下
浸
水

4
5戸
等
の
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。

�


		2010-05-30T14:46:11+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




